








































付属資料４    カウンターパートとの表敬/打合せ議事録 

 

日 時：2005 年 1 月 18 日（火）14 時 30 分～15 時 10 分  

場 所：MOWRAM（カンボジア水資源気象省）  

目 的：表敬  

出席者：MOWRAM   HE. Veng Sakhon（Secretary of State）  

Mr. Chout Bithol（Deputy Director General of Techni

                       Mr. Pich Veasna（Director, Department of Planning a

International Cooperation）  

JICA        小林隆信（MOWRAM アドバイザー）  

      宮崎旦 (MOWRAM 灌漑技術センタープロジェクト

ドバイザー）  

           武市二郎  (JICA カンボジア事務所企画調査員）  

 調査団       荒井団長、宇野、長谷川、畠山、江川  

打合せ内容要旨：  

1. 団長による調査目的、調査日程の説明及び調査協力の要請。  

2. 続いて S/W 案の内容をフローチャートにより概略を説明した。  

3. MOWRAM 側から C/P として Mr.Pich をアサインする旨の回答があっ

MOWRAM 側から S/W 案にある Roleang Chrey Regulator の改修を含めた

施設改修について、F/S を短期間に終えることにより同 Regulator の改

る案を歓迎することが示された。また調査地域の治安状況が改善され

ともあり、MOWRAM 側は本調査に全面的に協力し、MOWRAM 組織

Building を含めて調査に成果を期待している旨の言明があった。  

 

 

日   時：2005 年 1 月 18 日（火）16 時～16 時 45 分  

場   所：MAFF（カンボジア農林水産省）  

目   的：表敬  

出席者：MAFF       HE. If Nony（Undersecretary of State）  

Mr. Sun Hean（Assistant to Minister）  

Dr. Hean Vanhan（Deputy Director, Department of Ag

Agricultural Land Improvement）  

Mr. Mak Soeun（Deputy Director of Department of

Statistics and International Cooperation）  

JICA        武市二郎（ JICA カンボジア事務所企画調査員）  

 調査団       荒井団長、宇野、長谷川、畠山、江川  

打合せ内容要旨：  

1. 団長による調査目的、調査日程の説明及び調査協力の要請。  

2. MAFF 側から C/P として Dr.Hean をアサインし現地調査にも協力する旨

あった。  
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3. MAFF 側から昨年調査地域を含めて大干魃被害を受けたため、雨期作の安定のた

めに山地からの流出及び河川の水をできるだけ利用するよう対処することが課

題となっている。例えば Kompong Speu 州では昨年 8,000ha しか雨期作水稲の作

付けができなかった。しかも雨期水稲作付け面積の 50％が干魃被害のため収穫

できなかった。そのため Kompong Speu 州及び Takeo 州についてため池灌漑シス

テムのリハビリが早急に必要である。また Kandal 州ではフンセン水路にゲート

がないので水を堰上げることができない。Prek Thnot 川には一ヵ所の取水堰しか

ないが、いくつかの堰を設けて河川水を導水する必要があると考えている。こ

れらの対策により雨期作の補給灌漑のみでなく、乾期作の野菜作や家畜の水を

確保の対策したい。MAFF は調査対象地域の農業政策として以下の政策を実施し

たいと考えている。  

-  第一に雨期稲作の安定（対干魃被害対策を含む）  

-  第二に野菜作の振興  

-  第三に内水面漁業資源の保全及び内水面魚養殖の振興  

-  第四に緑化の推進  

-  第五に土壌保全と土地生産力の増強  

ここで緑化とは調査対象地域に木がなく燃料木等確保のため、水路、道路沿い

の土地等の公共用地や耕作されていない民有未利用地に木を植えることである。 

 

 

日   時：2005 年 1 月 20 日（木）8 時～8 時 30 分  

場   所：CNMC（カンボジア国内メコン委員会）  

目   的：表敬  

出席者：CNMC      Mr. Sin Niny（Vice- Chairman）  

           Mr. Pich Duw（Deputy Secretary General）  

Mr. Kim Seiha（Chief of Finance）  

JICA        武市二郎（ JICA カンボジア事務所企画調査員）  

       小田遼太郎（ JICA カンボジア事務所、所員）  

        武尾昭秀（ JICA タイ事務所、所員）  

 調査団       荒井団長、宇野、長谷川、畠山、江川  

打合せ内容要旨：  

 1. 団長より、調査の目的、内容及びスケジュールの説明が行われた。  

2. Mr. Sin Niny（Vice- Chairman）より調査の目的と内容の説明及び要請が実現した

ことへの謝意が述べられた。  
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日 時：2005 年 1 月 28 日（金）9 時 00 分～9 時 30 分  

場 所：CAEEP Office, Dept. of Agricultural Extension, MAFF  

目 的：CAAEP II（Cambodian Australia Agricultural Extension Project Phase II）につ  

いて聞き取り  

出席者：CAEEP    Mr. Richard Bleakley（Project Coordinator for Kandal, Takeo and 

Kampot Provinces）   

Mr. Romnea Pech（Project Coordinator for Kampong Speu and  

Kampong Chhnang）  

         調査団       長谷川団員  

打合せ内容要旨：  

1. CAEEP II は 2001 年より 2006 年の 5 カ年計画で Kampong Speu 及び Kandal 州を

含む 13 州の農業技術普及システムの強化を行っており、その Project Components

は以下のようである。  

- Strengthening National Extension System 

- Strengthening MAFF’s Capacity to Deliver Extension at Provincial and District 

Levels 

- Extension System Monitoring , Evaluation and Reporting 

- Project Management and Coordination including delivery of farm inputs like seeds 

2. 調査計画対象地域をカバーする 5 Districts に対しても普及組織の強化を行って

おり、その主な活動と進捗状況を示す資料を別途提出する。  

3. District における普及活動の強化は、Commune レベルの農業普及計画の作成と

その実施を目的にしており、農業普及計画は Area ecosystem analysis を伴うもの

である。  

 

 

日   時：2005 年 1 月 28 日（金）15 時 00 分～16 時 00 分  

場   所：MOWRAM Dept. of Engineering  

目   的：Roleang Chrey Regulator 掛かりの灌漑対象について  

出席者：MOWRAM  Eng. Em Bun Thoeun（Director）  

Eng. Ngoun Pich（Deputy Director）  

調査団    長谷川、畠山団員  

打合せ内容要旨：  

1. Roleang Chrey Regulator 掛かりの灌漑対象面積は 24,000ha であり、灌漑システ

ムは 78km の幹線水路と約 400km の 2 次水路及び水路の付帯施設であるチェッ

クゲート、インテーク、水路横断渠等から構成される。  

2. 上記の施設整備は、MOWRAM が 2002 年から始めており、Roleang Chrey 左岸

幹線水路やポルポト時代に作られた水路を利用して行った。これらの潅漑施設

整備では Roleang Chrey  Regulator の水源のみでなく、Prek Thnot 川の支流の水

源を加えるため平面交差で幹線水路に導入する仕組みになっている。  

3. 24,000ha の区域の中にはポルポト時代に作られたため池が数カ所あるが、その
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大部分は改修やリハビリが必要である。  

 

 

日 時：2005 年 1 月 28 日（金）16 時 00 分～16 時 40 分  

場 所：MOWRAM Dept. of Irrigated Agriculture 

目 的：Department of Irrigated Agriculture の組織および所管事項  

出席者：MOWRAM  Mr. Te Auvkim（Director）  

調査団     長谷川、畠山団員  

打合せ内容要旨：  

1. Dept. of Irrigated Agriculture は以下の組織からなる。  

- Administration 

- Pumping Station Management 

- Pumping for Drought Emergency 

- Water Management 

- Operation and Management 

農民水利組織の組織化は、水資源管理法（Law on Water Resources Management）

に基づいて Farmer Water User Communities（FWUC）の組織化準備を行っている

（水資源管理法関連資料は追って調査団に提出）。  

2. 調査対象地域の FWUC の組織化準備は州水資源気象局が行っている。Roleang  

Chrey Regulator 掛かりの右岸幹線水路で行っている水利組合組織は暫定的なも

のであり、水管理法に基づいた FWUC の組織化はまだ行われていない。  

3. 暫定的に組織された水利組合組織は水管理や潅漑施設の維持管理機能をまだも

っていない。  

4. 昨年の干魃発生に対して 50 台のポンプにより幹線水路や Prek Thnot 川から揚水

して対処した。  

 

 

日 時：2005 年 1 月 31 日（月）10 時 00 分～11 時 30 分  

場 所：Cambodian Agricultural Research and Development（CARDI）  

目 的：CARDI の実証調査への協力体制及び調査の進め方の意見  

出席者：CARDI    Mr. Ung Sopheap（Deputy Head of Agronomy & Farming System） 

         Dr. Seng Vang（Head of Soil and Water Science Program）  

調査団     長谷川団員  

打合せ内容要旨：  

1. CARDI の試験圃場と調査計画対象地域の土壌は基本的には同じ土壌であり、砂

質土壌で生産力が低く保水力が少ない。  

2. このような土壌をもつ地域の Farming System の改善については、灌漑が可能な

地区であれば生育期間の短い非感光性品種の水稲二期作に加え乾期の畑作導入

により集約的な Farming System の導入を進めることを考えている。  

3. 水が不足する条件ではより生育期間の短い在来種の改良品種を導入して雨期作
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を改善する。  

4. 砂質で生産力の低い土壌の改良については、水稲作の前または後に大豆や緑豆

のようなマメ科作物を導入する作付体系が基本的に重要である。  

5. 利用可能な新しい土壌図として Cambodia-IRRI-Australia Project で作成した Soil 

of the Main Rice Growing Areas of Cambodia がある。  

6. CARDI の Soil and Water Science はスラコー灌漑計画地域の土壌調査を行った。

CARDI の土壌分析器具整備が進んでおらず、この土壌調査はフィールド調査に

pH や EC 等の測定を加えただけである。  

 

 

日 時：2005 年 1 月 31 日（月）14 時 00 分～16 時 00 分  

場 所：Takeo Provincial Department of Agriculture, Forestry and Fishery（PDAFF）   

目 的：SRI（System of Rice Intensification）稲作プロジェクトの進捗状況  

出席者：PDAFF    Mr. Ith Sarun（Director）  

           Mr. Nhep Srorn（Deputy Director）  

調査団      長谷川団員  

打合せ内容要旨：  

1. Takeo 州では PDAFF が SRI の稲作プロジェクトを CEDAC（Cambodia Center for 

the Study and Development of Agriculture）の支援を受けて実施している。  

2. CEDAC は 2001 年に初めて SRI プロジェクトを Tram Kok District で実施した。

2003 年から PDAFF は CEDAC が実施している District 以外の地区で SRI プロジ

ェクトを始めた。両者による同プロジェクト実施面積は増加しており、2004 年

に 100 Commune の 1,116 Village で行われ、雨期作（天水田が多い）が約 180,000ha

で乾期作が約 60,000ha であった。  

3. Takeo 州では PRASAC のプロジェクトにより、約 160km の灌漑水路が整備され

て、この水路整備が行われた地域を中心に SRI プロジェクトが広まっている。  

4. PDAFF の Agronomy and Land Improvement のスタッフ 10 名が SRI のプロジェク

トを 2004 年において 5 District の 15 Commune、69 Village で実施している。  

5. SRI プロジェクトの実施方法は、実施の要望のある Village で SRI の希望者に説

明を行うことから始められる。次に希望する農民の営農条件（圃場条件や経営

条件を含む）を農民とともに分析し、最終的に農民の意思でプロジェクトに農

民が参加する方法をとっている。これら希望者が SRI の稲作改善を実施した後、

他の農民に技術を伝えるため Key Farmer を選び、その Key Farmer により他の希

望する農民に対してプロジェクトの拡大を行う。  

6. さ ら に 次 の 段 階 で SRI 稲 作 改 善 プ ロ ジ ェ ク ト 参 加 農 民 の 間 で Farmers 

Association が組織される。Farmers Association は Saving、稲作生産、野菜、果

樹、畜産、Marketing、Women、Youth 等に関するグループ活動を行う。  

7. SRI 稲作改善 Village の一つである Kraing Rong Village（Takeo の町から 15km 離

れた Treang District の Thnang Commune）で現地の農民から聞き取りを行った。

その Village ではほぼ全農家である 61 戸の農民が同プロジェクトに参加してい
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る。2003 年の SRI 実施は、8.2 ha の雨期作水稲で行い、2004 年にはそれを 10.6ha

に拡大し、SRI により稲作単収を 2.1ton/ha から 4.1ton/ha にあげている。但し

SRI 稲作改善実施水田は農家経営水田耕地の半分ほどで、条件のよい水田を選

び、かつどの農家もポンプによる補給灌漑を行っている。Farmers Association

を最近組織化準備にため、稲作改善と Saving のグループ活動を始めている。  

 

 

日 時：2005 年 1 月 31 日（月）17 時 30 分～18 時 30 分  

場 所：MOE（カンボジア環境省）  

目 的：環境影響評価について聞き取り  

出席者：MOE      Mr. Yim Chamnan（Chief of Monitoring Office, EIA Department） 

     調査団      畠山団員  

打合せ内容要旨：  

1. 環境省では、EIA の審査を年間数件行っており、分野は、道路改良、水力発電

所、土地改良、固形廃棄物、ホテル、大規模工場建設などである。  

2. EIA の審査手続きに関して確認した。このプロジェクトには国家（又は CDC）

による承認を必要とする審査手続きが適用される。このフロー図では、審査期

間は 2 ヶ月となっているが、これは最速の場合であるので、注意が必要である。  

3. 「カンボジアの環境法、2002 年 10 月、環境省技術審査室」について、法律の

制定状況を確認したところ、Draft であった EIA ガイドライン、保護地設立管理

令、大気・騒音規制に関する省令はいずれも制定されたとのこと。  

4. カンボジア国での環境分野のローカルコンサルタントの技術レベルについて確

認した。ローカルコンサルタントは、ADB や JICA プロジェクトでレベルが向上

しており、IEE と EIA 手続きを経験したコンサルタント会社はプノンペンに数社

ある。  

 

 
日 時：2005 年 2 月 1 日（火）9 時 00 分～9 時 30 分  

場 所：Land Management Office, Department of Agronomy and Land Improvement,  

MAFF 

目 的：調査計画地区の土壌資料  

出席者：Land Management Office  Mr. Poeug Tryda (Vice Chief) 

調査団           長谷川、畠山団員  

打合せ内容要旨：  

1. 調査計画地区の土壌は Cambodia-IRRI-Australia Project で作成した Soil of the 

Main Rice Growing Areas of Cambodia において 6 タイプの土壌が認められる。  

2. Land Management Office は理化学土壌試験室を持っており、試験機材は世銀の

Agricultural Productivity Improvement Project（2001-2005）により改善されており、

本案件調査の土壌調査について要請があれば対応可能である。  

3. 世銀の Agricultural Productivity Improvement Project は Plant Protection、 IPM、
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Farming System、Soil Fertility Management and Conservation、Seed Program に関

す る資 機 材 整備 を 行 うと と と もに 、 関 連し た Capacity Building に つ い て

Technical Cooperation を行っている。  

 

 

日 時：2005 年 2 月 1 日（火）16 時 00 分～17 時 30 分  

場 所：Forestry Administration, MAFF 

目 的：調査計画地区の森林状況  

出席者：Forestry Administration                        H.E. Ty Sokhun（Head）  

Watershed Management and Forestland Office    Mr. Meas Makara 

（Deputy Chief）  

 Department of Agronomy and Land Improvement   Mr. Heang Rattana  

（SRI-Secretariat）  

調査団    長谷川、畠山団員  

打合せ内容要旨：  

1. H.E. Ty Sokhun に目的を説明した後、流域管理・林地室に案内された。  

2. この室では、GIS と衛星画像解析によって、森林被覆図等を作成、流域管理資料

としている。  

 流域傾斜分布図は、地形傾斜を 5 クラスに分類、色表示したもので、クラス 1

とクラス２は森林伐採が禁止されている。クラス 1 とクラス 2 は、プレクトノ

ット川流域では上流部、計画対象地域では南部に該当する箇所がある。ランド

サット衛星画像から作成された森林被覆図によると、プレクトノット川上流部

では、大部分が落葉樹林地となっている。しかし計画対象地域には森林が皆無

に近い。同森林被覆図には、環境省管轄の保護地と農業省管轄の森林保護区域

も表示されている。  

3. この流域の上流部では、かつて森林コンセッション企業による伐採が大々的に

行われていたが、現在は中止されている。植林プロジェクトに関する情報は、

他の部署にある。  

 4. この流域では、土地利用に関する争いが、最大の社会問題となっている。  

 

 
日 時：2005 年 2 月 2 日（水）9 時 00 分～12 時 00 分  

場 所： Kmpong Speu Provincial Department of Agriculture, Forestry and Fishery

（PDAFF）   

目 的：PDAFF の農業技術普及組織体制  

出席者：PDAFF    Mr. Bin Sareth（Director）  

         Mr. Leng Thary 

（Chief of Agronomy and Land Improvement Office）  

         Mr. Seng Ly（Chief of Agricultural Extension Office）  

         Mr.Nuon Pun（Chief of Admiration）   
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調査団      長谷川団員  

打合せ内容要旨：  

1. Kampong Speu の PDAFF の組織は、Director のもとに一方の Assistant Director

が Agronomy and Land Improvement、Agricultural Extension、agricultural Material

及 び Agricultural Machinery の 4 部 門 を 、 他 方 の Assistant Director が

Administration、Planning、Animal Production 及び Fishery の 4 部門を担当して

いる。Agronomy and Land Improvement は 29 名のスタッフを持ち、作物生産技

術改善を担当しており、Agricultural Extension は 20 名のスタッフで農業技術

普及を担当している。Samroaong Tong District 事務所を例に取れば、District

に Director、Vice Director、 3 名 Agronomy and Land Improvement、 5 名の

Agricultural Extension、1 名の Animal Production 及び 2 名の Administration の

5 Section からなる組織がある。  

2. Kamopong Speu 州では SRI の稲作改善プロジェクトが正式に導入されていな

い。但し CEDAC が Takeo 州の Tram Kok Discrict で始めたプロジェクトが

Kampong Speu 州の隣接する Borset District に 2003 年に拡大され、何人かの農

家が SRI の稲作改善を始めている (CEDAC のデータでは 2 District の 3 

Commune で 3 名の農家が 2003 年に SRI を導入している )。Director 及び Chief 

of Agronomy and Land Improvement は、それぞれ Battambang 州や Kompong Thom

州及び Takeo 州の SRI 実施地区を視察している。Kampong Speu 州において

Roleang Chreyt 頭首工掛かりの幹線水路沿いで SRI の普及を図る考えを持って

いる。しかし PDAFF は十分な予算をもたないため SRI の実施ができない状況

にある。  

3. 昨年の水稲雨期作の旱魃は未曾有のものであり、 Kampong Speu 州では 1 

Commune のみでまともな収穫があっただけで全州に被害が及んだ。雨期作の

水稲収穫時期を早めるこが旱魃被害の軽減につながり、11 月から 12 月にかけ

て収穫する中生品種として Chahmar Praum、Phka Knei、Bei Kantam、Rei Kour、

Pram Bei Kour、Kpor Daung、Moha Phal 等の品種がある。  

4. Kampong Speu 州の米の流通先は精米が Koampong Speu 州、プノンペン市、

Sihanouk Ville にむけて動き、籾の形で Takeo 州を経由してベトナムに流れて

いる。  

5. Kampong Speu 州は雨期のプノンペン市への野菜供給地となっている（この時

期プノンペン市周辺や最給地地が洪水につかるため供給不能となる）。その野

菜の主な品目はスイカ、キャベツ及びその他の葉采類であり、プレクトノッ

ト川沿い及び Roleang Chreyt 頭首工掛かり右岸幹線水路沿い下流地域の丘陵

地に続く Upland で生産される。  

6. Kampong Speu 州は畜産の振興適地であり、水稲や野菜と共に畜産の振興を図

りたいのでその支援を必要としている。畜産を拡大することが、砂質で生産

力の低い土壌への有機物投入量を増やすことにつながる。  
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日 時：2005 年 2 月 3 日（木）10 時 00 分～10 時 30 分  

場 所：Department of meteorology, MOWRAM 

目 的：要請農業気象観測器具  

出席者：Department of Meteorology  Ms. Seth Vannareth（Director）  

               Mr. Masaru Wakabayashi（ JICA Senior Volunteer） 

調査団    長谷川、畠山団員  

打合せ内容要旨：  

1. S/W 協議にて要請のあった農業気象観測器具の内容と使用目的の確認を行った。

その結果と要請器具リストの案がしめされ、このリストは後ほど最終案を調査

団がメールで受け取ることになった。  

2. 上記提示のあった機具リストにはマニュアルと自動観測の雨量計の他、水田の

水位観測器具、日照時間観測器具、蒸発量観測器具が含まれていた。これらの

器具の使用目的と維持管理体制について確認したところ、マニュアルと自動観

測の雨量計と水田の水位観測器具を調査計画地区に設置することの必要性が高

いことを確認した。残りの器具のリストについて聞き取った内容を調査団が

JICA に報告することで Department of Meteorology 側は了解した。  

3. マニュアル及び自動雨量観測器具及び水田の水位観測器具を使用した観測やデ

ータの整理について、Department of Meteorology が行うことができるとのこと

であった。なお自動雨量観測や水田の水位観測は、ロガを組み込んだ簡易な装

置を現地で取り寄せることも可能であるとのことである。  

 

 

日 時：2005 年 2 月 3 日（木）10 時 55 分～11 時 50 分  

場 所：Department of Hydrology and River Works, MOWRAM 

目 的：要請水質分析機器  

出席者：Department of Hydrology and River Works 

  Mr. Mao Hak（Director）  

      Ms. Nhim Sophea（Vice Chief, Water Quality Analysys Office）  

調査団    長谷川、畠山団員  

打合せ内容要旨：  

1. S/W 協議にて要請のあった水質分析機器の内容と使用目的の確認を行ったとこ

ろ、要請機器リストの案を提示された。  

2. 目的：灌漑用水の水利用（水浴び、洗濯、生活用水）上、将来健康上の問題が

発生する可能性があるので、定期的に水質モニタリングを行う必要がある。そ

のためには MOWRAM のラボを充実させる必要があること。  

3. 要請機器リスト : 現地用 - Turbidity meter（ 1 set） , Field equipment for DO, 

Conductivity and pH（1set）、ラボ用 - Innovative BOD measurement（ET600 and 

ET660 Measurement Systems）（2 sets） , BOD incubator 

4. 上記内容を JICA に報告することで、Department of Hydrology and River Works 側

は了解した。  
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